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【【研研究究シシーーズズ】】   

１．細胞エネルギーATPの合成に関する遺伝・生化学的研究  

   出芽酵母ATP合成酵素サブユニット間の相互作用部位の特定。 

２．RAS2遺伝子の構造と機能に関する研究 

   ガン遺伝子RAS2がATP合成の調節に関与している。 

３．生命情報の使われ方・伝え方に関するバイオインフォーマテクス的研究 

ゲノムの塩基配列から生命現象（物質間相互作用，音など）を解析している。 

 

遺伝子の繰り返し構造 

(ATP1遺伝子、２番染色体) 

 

 

塩基配列の自己相似性 

（シグナル配列、遺伝子、染色体） 

 

 

遺伝子の順番・方向・距離 

（生命情報の多様性） 

 

 

（ １ ～ ３ に 関 す る ニ ー ズ を お 待 ち し て お り ま す 。 ） 

【【そそのの他他ののシシーーズズ】】   

４．ミトコンドリアに関する実務経験を有する 

５．細胞エネルギーATP合成・呼吸に関する基礎的な実験と講義が可能 

６．ゲノム構造・生命倫理に関する基礎的な実験と講義が可能 

【【過過去去のの主主なな相相談談・・共共同同研研究究・・受受託託研研究究等等】】   

・ 出芽酵母による有用物質遺伝子のクローニング・発現に関すること 

・ ミトコンドリアに関すること 

・ 生命倫理に関すること 

・ ゲノム構造に関すること（共同研究） 

・ 出芽酵母による有用物質遺伝子の発現系の開発（受託研究）  

【【メメッッセセーージジ】】   

ゲノムは遺伝子の存在している“場”であり，そこで，“生命”という音楽を奏でている。 


